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コロナワクチンの分離精製は、これで決まり！ 

COVID-19 用ワクチン精製に応用可能な分取用充塡剤 TOYOPEARL®  

 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）によるウイルス感染症（COVID-19）の世界的大流行（パンデミック）

に対処するため、世界中でコロナワクチンの開発が進んでいます。現在 21 種類のコロナワクチンが承認されて

いますが、その供給量はまだ不足していることから、医薬品製造委託会社（CMO）による製造が各国で進められ

ています。コロナワクチンの精製には各種のクロマトグラフィーが使用されます。以下に、承認済のコロナワク

チンと、その精製に応用可能な分取クロマトグラフィー用充塡剤 TOYOPEARL 等を示します。 

 

●承認済のコロナワクチン 

企業および研究機関 開発品/製品名 種類 申請状況* 地域

AstraZeneca、University of Oxford AZD1222 (ChAdOx1 nCoV-19) アデノウイルス 承認 英国、欧州ほか119カ国

CanSino Biologics、Beijing Institute of Biotechnology Ad5-nCoV アデノウイルス5 承認 中国ほか8カ国

Gamaleya Research Institute Sputnik Light/Sputnik V アデノウイルス 5, 26 承認 ロシアほか70カ国

Johnson & Johnson/Janssen Pharmaceuticals Ad26 CoV2-S アデノウイルス 26 承認 米国ほか55カ国

Serum Institute of India、 SpyBiotech RBD-HBsAg VLP/Covishield VLP 承認 インドほか44カ国

Sinovac Biotech PiCoVacc 不活化ウイルス 承認 中国ほか37カ国

武漢生物制品研究所、Sinopharm - 不活化ウイルス 承認 中国

北京生物制品研究所、Sinopharm BBIBP-CorV 不活化ウイルス 承認 中国ほか56カ国

Bharat Biotech BBV152/Covaxin 不活化ウイルス 承認 インドほか9カ国

Research Institute for Biologial Safety Problem QazCovid-in® /QazVac 不活化ウイルス 承認 カザフスタン

Chumakov Center KoviVac 不活化ウイルス 承認 ロシア

北京民海生物科技 SARS-CoV-2 Vaccine 不活化ウイルス 承認 中国

Shifa Pharmed Industrial Co. - 不活化ウイルス 承認 イラン

BioNtech、Fosun Pharma、Pfizer BNT162 mRNA 承認 米国、欧州、日本ほか93カ国

Moderna、 National Institute of Allergy and Infectious Diseases (NIAID)、 Takeda mRNA-1273/TAK-919/Spikevac mRNA 承認 米国、欧州、日本ほか63カ国

Center for Genetic Engineering and Biotechnology CIGB-66 たんぱく質 承認 キューバ

Anfui Zhifei Longcom Biopharm、 Inst. Microbiol. Chinese Academy of Sciences RBD-Dimer/ZIFIVAX たんぱく質 承認 中国、ウズベキスタン

Vektor State Research Center of Virology and Biotechnology EpiVacCorona たんぱく質/ペプチド 承認 ロシア、トルクメニスタン

Medigen MVC-COV1901 たんぱく質 承認 台湾

* 2021年7月26日時点でのデータを集計し、一部修正し作成。特例承認、緊急承認を含む。

Ref.; WHO, Draft landscape of COVID-19 candidate vaccines, https://www.who.int/publications/m/item/draft-landscape-of-covid-19-candidate-vaccines

         Covid-19 Vaccine Tracker;  https://covid19.trackvaccines.org/vaccines/  

 

●コロナワクチンの精製に応用可能なトヨパール充塡剤例 

ワクチン 分離モード 使用可能なトヨパール製品* 文献 No.

SEC HW-55S

IEC GigaCap Q-650M, GigaCap DEAE-650M, SuperQ-650M, NH2-750F

HIC Butyl-650S, Hexyl-650C

AFC AF-Chelate 650M (Ni2+ or Co2+), （活性化型アフィニティー充塡剤；レクチン-AFC用）

SEC HW-65F

IEC GigaCap Q-650M, GigaCap DEAE-650M, SuperQ-650M

SEC HW-65F

IEC GigaCap Q-650M, GigaCap DEAE-650M, SuperQ-650M, NH2-750F

IEC GigaCap Q-650M, GigaCap DEAE-650M, SuperQ-650M, NH2-750F

HIC PPG-600M, Phenyl-600M/650M, Phenyl FT-750F, Butyl-600M/650M, Hexyl-650C

MXC Ca++Pure-HA® （ハイドロキシアパタイト）

AFC （Oligo-dT-AFC等については、該当製品なし）

＊製品によっては、粒子径の異なるグレードも使用可能です（S, M, C, Fグレードなど）。高速分取充塡剤TSKgel®  PWシリーズも応用可能です。

スパイクたんぱく質ワクチン

ウイルスベクターワクチン

不活化ウイルスワクチン

mRNA/DNAワクチン

1 - 5

6 - 10

11 - 15

16 - 20

 

 ワクチン精製には、サイズ排除クロマトグラフィー（SEC）、イオン交換クロマトグラフィー（IEC；主に陰イオン交換クロマトグラフ

ィー）、疎水クロマトグラフィー（HIC）が一般的に使用されますが、スパイクたんぱく質ワクチンの精製では、His-Tag が末端に付

加された組換えたんぱく質の精製に、金属キレートアフィニティークロマトグラフィー（AFC; IMAC）が、また mRNA/DNA ワクチ

ンの精製には、ハイドロキシアパタイトなどのマルチ（ミックス）モードクロマトグラフィー（MMC, MXC）も使用可能です。 



 
●プロセス開発、スクリーニング用カラム SkillPakTM 

  開発の初期段階における分取用充塡剤のスクリーニングや分離条件の検討には、カラム容量 1 mL または 5 mLの充塡済み

カラム SkillPak を用いることで、より迅速、正確な評価が行えます。目的別の複数カラムが含まれるキット製品もプロセス開発に

有用です。 （製品サイト； https://www.separations.asia.tosohbioscience.com/productjp/process/prosdev） 
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※ “TOYOPEARL”、 “TOYOPEARL GigaCap”、”トヨパール”、”TSKgel”は日本等における東ソー株式会社の登録商標です 

※ “Ca++Pure-HA”は日本等における Tosoh Bioscience LLCの登録商標です 

※ “SkillPak” は Tosoh Bioscience LLCの製品名です 

※ “QazCovid-in” は、Research Institute for Biologial Safety Problemの登録商標です 

※ 掲載のデータ等はその数値を保証するものではありません。お客様の使用環境・条件・判断基準に合わせてご確認ください 
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